
〇

〇

発 行 内 閣 府
（原稿作成 国立印刷局）

目

次

令和年月日 金曜日 第号官 報

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
船
員
法
第
百
四
条
第
一
項
の
市
町
村
長
を
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る
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を
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す
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の
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〇
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代
行
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融
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る
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の
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て
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議
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選
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の
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挙
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け
る
政
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団
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届
出
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た
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管
理
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二
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衆
議
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表
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出
議
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選
挙
に
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る
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党
そ
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の
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、

略
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て
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た
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（
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二
）
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を
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た
件

（
農
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水
産
一
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〇
五
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〇
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Ｍ
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う
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Ｏ
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じ
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す
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す
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〜
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す
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〇
）

〇
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（
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三
）
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定
保
険
募
集
人
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催
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失
踪
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係
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法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

都
道
府
県

市
町
村
長

地
名
略
号

都
道
府
県

市
町
村
長

地
名
略
号

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

静
岡
県

（
略
）

（
略
）

静
岡
県

（
略
）

（
略
）

御
前
崎
市
長

御
前
崎

御
前
崎
市
長

御
前
崎

賀
茂
郡
東
伊

豆
町
長

東
伊
豆

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

そ

の

他

告

示

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
十
九
号

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
員
法
第
百
四
条
第
一
項
の
市
町

村
長
を
指
定
す
る
告
示
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令

和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
金
融
庁
告
示
第
七
十
三
号

銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
電
子
決

済
等
代
行
業
者
の
登
録
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
六
条
第
二
十
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊

登
録
番
号

関
東
財
務
局
長
（
電
代
）
第
九
十
二
号

電
子
決
済
等
代
行
業
者
名

株
式
会
社
デ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ト
Ｄ
Ｃ
Ｐ

主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
丁
目
十
番
二
号

登
録
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
二
十
九
日

失
効
年
月
日

令
和
八
年
七
月
一
日

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
七
十
号

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
令
和
元
年
総
務
省
告
示
第
百
六
十
二
号
（
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議

員
の
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
と
な
る
べ
き
者
の
選
定
の
手
続
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
件
）
の
候
補
者
と
な
る
べ
き
者

の
選
定
の
手
続
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

異
動
の
届
出

年
月
日

異
動
の
届
出
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

令
和
八
年
八
月

七
日

い
の
ち
の
党と

う

政
党
の
名
称

い
の
ち
の
党と
う

れ
い
わ
新し
ん

選せ
ん

組ぐ
み

代
表
者
の
氏
名

山
本

譲
司

山
本

太
郎

候
補
者
と
な
る

べ
き
者
の
選
定

を
行
う
機
関
の

名
称

い
の
ち
の
党
選
挙
対
策
委

員
会

れ
い
わ
新
選
組
選
挙
対
策

委
員
会

候
補
者
と
な
る

べ
き
者
の
選
定

の
手
続

選
挙
対
策
委
員
会
で
案
を

作
成
し
、
代
表
が
選
定
の

上
、
役
員
会
で
承
認
を
得

る

選
挙
対
策
委
員
会
で
案
を

作
成
し
、
代
表
が
選
定
の

上
、
総
会
で
承
認
を
得
る

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
七
十
一
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
令
和
元
年
総
務
省
告
示
第
百
六
十
三
号
（
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議

員
の
選
挙
に
お
け
る
衆
議
院
名
簿
登
載
者
の
選
定
の
手
続
に
つ
い
て
届
出
の
あ
っ
た
件
）
の
衆
議
院
名
簿
登
載
者
の
選

定
の
手
続
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

異
動
の
届
出

年
月
日

異
動
の
届
出
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

令
和
八
年
八
月

七
日

い
の
ち
の
党と
う

政
党
の
名
称

い
の
ち
の
党と
う

れ
い
わ
新し
ん

選せ
ん

組ぐ
み

代
表
者
の
氏
名

山
本

譲
司

山
本

太
郎

候
補
者
と
な
る

べ
き
者
の
選
定

を
行
う
機
関
の

名
称

い
の
ち
の
党
選
挙
対
策
委

員
会

れ
い
わ
新
選
組
選
挙
対
策

委
員
会

候
補
者
と
な
る

べ
き
者
の
選
定

の
手
続

選
挙
対
策
委
員
会
で
案
を

作
成
し
、
代
表
が
選
定
の

上
、
役
員
会
で
承
認
を
得

る

選
挙
対
策
委
員
会
で
案
を

作
成
し
、
代
表
が
選
定
の

上
、
総
会
で
承
認
を
得
る

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
二
十
一
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
六
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

古
屋

正
隆

届
出
年
月
日

政
党
そ
の
他

の
政
治
団
体

の
名
称

略

称

本

部

の

所

在

地

代
表
者

の
氏
名

令
和
八
年
二
月
十
九

日

自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

自じ

民み
ん

党と
う

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
丁
目
一
一
番
二
三

号

高
市

早
苗

令
和
八
年
二
月
二
十

日

国こ
く

民み
ん

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
七
番
一
七

号
Ｊ
Ｂ
Ｓ
永
田
町

玉
木
雄
一
郎

令
和
八
年
二
月
二
十

四
日

日に
つ

本ぽ
ん

保ほ

守し
ゆ

党と
う

保ほ

守し
ゆ

党と
う

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
二

二

三
一
麹
町
サ

ン
ラ
イ
ズ
ビ
ル
五
階

百
田

尚
樹

令
和
八
年
二
月
二
十

四
日

れ
い
わ
新し
ん

選せ
ん

組ぐ
み

れ
い
わ

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
二
丁
目
五
番
地
二
〇
押

田
ビ
ル
四
階

山
本

太
郎

令
和
八
年
二
月
二
十

四
日

日に

本ほ
ん

共き
よ
う

産さ
ん

党と
う

共き
よ
う

産さ
ん

党と
う

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
四
丁
目
二
六
番
七
号

田
村

智
子

令
和
八
年
二
月
二
十

四
日

立り
つ

憲け
ん

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一

一
一

一
三
宅

坂
ビ
ル

水
岡

俊
一

令
和
八
年
二
月
二
十

四
日

中ち
ゆ
う

道ど
う

改か
い

革か
く

連れ
ん

合ご
う

中ち
ゆ
う

道ど
う

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一

一
一

一

小
川

淳
也





次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定

の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め る 。

改 正 後 改 正 前

めかじき（南西太平洋海域）、めばち（東
部太平洋条約海域）、あかうお類（北西大西
洋条約海域（区分３Ｍ））、あかうお類（北西
大西洋条約海域（区分３Ｏ））、いわしくじら、
からすがれい（北西大西洋条約海域）、きは
だ（インド洋協定海域）、にたりくじら、み
んくくじら、めばち（インド洋協定海域）、
ながすくじら及びくろまぐろ（東部太平洋条
約海域）に関する令和８管理年度（令和８年
１月１日から同年12月31日までの期間をい
う。）における漁業法（以下「法」という。）第
15条第１項各号に掲げる数量は、次のとおり
とする。

めかじき（南西太平洋海域）、めばち（東
部太平洋条約海域）、あかうお類（北西大西
洋条約海域（区分３Ｍ））、あかうお類（北西
大西洋条約海域（区分３Ｏ））、いわしくじら、
からすがれい（北西大西洋条約海域）、きは
だ（インド洋協定海域）、にたりくじら、み
んくくじら、めばち（インド洋協定海域）、
ながすくじら及びくろまぐろ（東部太平洋条
約海域）に関する令和８管理年度（令和８年
１月１日から同年12月31日までの期間をい
う。）における漁業法（以下「法」という。）第
15条第１項各号に掲げる数量は、次のとおり
とする。

第一～第七 （略） 第一～第七 （略）
第八 にたりくじら 第八 にたりくじら
一 （略） 一 （略）
二 大臣管理漁獲可能量（法第15条第１項
第３号関係）
法第15条第１項第３号の大臣管理漁獲
可能量は、次の表の左欄に掲げる大臣管
理区分ごとに、それぞれ同表の右欄に掲
げる数量とする。

（単位：頭）

二 大臣管理漁獲可能量（法第15条第１項
第３号関係）
法第15条第１項第３号の大臣管理漁獲
可能量は、次の表の左欄に掲げる大臣管
理区分ごとに、それぞれ同表の右欄に掲
げる数量とする。

（単位：頭）

大臣管理区分 大臣管理漁獲可能量 大臣管理区分 大臣管理漁獲可能量

にたりくじら
母船式捕鯨業

151


にたりくじら
母船式捕鯨業

143


にたりくじら
基地式捕鯨業

2


にたりくじら
基地式捕鯨業


10

第九～第十二 （略） 第九～第十二 （略）

令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

令 和 八 年 二 月 二 十

七 日

公
こ う

明
め い

党
と う

公
こ う

明
め い

東 京 都 新 宿 区 南 元 町 一 七 番 地 菊 地 と し 子

（ 竹 谷 と し

子 ）

令 和 八 年 二 月 二 十

七 日

社
し や

会
か い

民
み ん

主
し ゆ

党
と う

社
し や

民
み ん

党
と う

東 京 都 中 央 区 湊 三 一 八 一 七 マ ル キ 榎

本 ビ ル 五 階

福 島 瑞 穂

令 和 八 年 三 月 二 日 参
さ ん

政
せ い

党
と う

参
さ ん

政
せ い

東 京 都 港 区 赤 坂 三 四 三 赤 坂 マ カ ベ ビ

ル 五 階

神 谷 宗 幣

令 和 八 年 三 月 四 日 チ ー ム み ら い み ら い 東 京 都 港 区 赤 坂 二 丁 目 二 一 番 五 号 安 野 貴 博

令 和 八 年 三 月 四 日 日
に つ

本
ぽ ん

維
い

新
し ん

の 会
か い

維
い

新
し ん

大 阪 府 大 阪 市 中 央 区 島 之 内 一 一 七 一

六 三 栄 長 堀 ビ ル

吉 村 洋 文

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 五 号

農 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 八 十 二 号 ） 第 三 条 第 九 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年 九 月 九 日 付 け を

も っ て 次 の 農 薬 を 登 録 し 、 同 法 第 十 三 条 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 日 農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
25062 キャプタン水和剤 ホクコーオーソサイド

快粒
東京都中央区日本橋本町一丁目５番４号
北興化学工業株式会社 代表取締役社
長 佐野健一

25063 キャプタン水和剤 オーソサイド快粒 東京都中央区日本橋一丁目４番１号
ユーピーエルジャパン合同会社 職務執
行者 カノウ ダニエル ケンジ

25064 アミカルバゾン・ター
バシル・ＤＣＭＵ粒剤

ウィードポリスＳＰ 東京都千代田区神田須田町二丁目19番地
23 丸和バイオケミカル株式会社 代表
取締役社長 古塩賢太郎

25065 アミカルバゾン・ター
バシル・ＤＣＭＵ粒剤

ネコソギＬＩＦＥＬＥ
ＸⅡ粒剤

東京都台東区上野一丁目19番10号 レイ
ンボー薬品株式会社 代表取締役 岡田
貴行

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 六 号

農 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 八 十 二 号 ） 第 三 条 第 九 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年 九 月 十 日 付 け を

も っ て 次 の 農 薬 を 登 録 し 、 同 法 第 十 三 条 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 日 農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
25066 スピロピジオン水和剤 エレスタールＳＣ 東京都中央区晴海一丁目８番10号 シン

ジェンタ ジャパン株式会社 代表取締
役社長 小林 哉

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 七 号

漁 業 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 ） 第 十 五 条 第 六 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 七 年 農 林 水 産 省

告 示 第 千 九 百 三 十 号 （ 特 定 水 産 資 源 （ め か じ き （ 南 西 太 平 洋 海 域 ） 、 め ば ち （ 東 部 太 平 洋 条 約 海 域 ） 、

あ か う お 類 （ 北 西 大 西 洋 条 約 海 域 （ 区 分 ３ Ｍ ） ） 、 あ か う お 類 （ 北 西 大 西 洋 条 約 海 域 （ 区 分 ３ Ｏ ） ） 、 い

わ し く じ ら 、 か ら す が れ い （ 北 西 大 西 洋 条 約 海 域 ） 、 き は だ （ イ ン ド 洋 協 定 海 域 ） 、 に た り く じ ら 、 み

ん く く じ ら 、 め ば ち （ イ ン ド 洋 協 定 海 域 ） 、 な が す く じ ら 及 び く ろ ま ぐ ろ （ 東 部 太 平 洋 条 約 海 域 ） ） に

関 す る 令 和 八 管 理 年 度 に お け る 漁 業 法 第 十 五 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 数 量 を 公 表 す る 件 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 変 更 し た の で 、 同 条 第 六 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 公 表 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 日 農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

〇 中 央 選 挙 管 理 会 告 示 第 二 十 二 号

衆 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 の 選 挙 に お け る 令 和 八 年 中 央 選 挙 管 理 会 告 示 第 二 十 一 号 （ 衆 議 院 比 例 代 表

選 出 議 員 の 選 挙 に お け る 政 党 そ の 他 の 政 治 団 体 の 名 称 、 略 称 等 に つ い て 届 出 が あ っ た 件 ） の 政 党 そ の

他 の 政 治 団 体 の 名 称 、 略 称 等 に つ い て 、 公 職 選 挙 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 号 ） 第 八 十 六 条 の 六 第 五

項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 異 動 の 届 出 が あ っ た の で 、 同 条 第 六 項 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 日 中 央 選 挙 管 理 会 委 員 長 古 屋 正 隆

異 動 の 届 出

年 月 日

異 動 の 届 出 政 党 そ の

他 の 政 治 団 体 の 名 称 異 動 事 項 新 旧

令 和 八 年 八 月

七 日

い の ち の 党 政 党 そ の 他 の

政 治 団 体 の 名

称

い の ち の 党
と う

れ い わ 新
し ん

選
せ ん

組
ぐ み

略 称 い の ち れ い わ

代 表 者 の 氏 名 山 本 譲 司 山 本 太 郎





令和年月日 金曜日 第号官 報

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

樫
葉
谷
一
〇
二
二
の
九
五
・
一
〇
八
九
（
以

上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
崎
県
庁
及
び
美
郷
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
南

郷
上
渡
川
字
下
古
園
二
五
二
二
の
七
、
字
上
古
園
二
五

五
一
の
二
、
二
五
五
七
の
一
、
二
五
五
七
の
二
、
二
五

五
七
の
四
、
二
五
五
七
の
六
、
二
五
五
八
の
四
、
二
五

五
八
の
一
二
、
二
五
六
二
の
一
、
二
五
六
五
、
二
五
六

七
、
二
五
七
三
、
二
五
七
四
、
二
五
八
二
の
一
、
二
五

八
二
の
二
、
二
六
九
六
の
三
、
二
六
九
七
の
乙
、
二
六

九
八
、
二
七
〇
五
の
三
、
二
七
〇
七
、二
七
一
〇
の
一
、

二
七
一
〇
の
二
、
二
七
一
一
の
一
、
二
七
一
一
の
三
、

字
荒
木
谷
二
七
三
四
、
二
七
三
五
の
二
、
二
七
三
九
、

二
七
四
〇
、
二
七
四
三
、
二
七
四
四
、二
七
四
五
の
一
、

二
七
五
六
、
二
七
五
七
、
二
七
五
八
の
一
、
二
七
五
八

の
三
、
二
七
五
八
の
六
、
二
七
五
八
の
一
三
、
二
七
六

三
、
二
七
八
五
の
一
、
二
七
八
六
、
二
七
九
七

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

上
古
園
二
五
六
二
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
崎
県
庁
及
び
美
郷
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
南

郷
神
門
字
向
山
四
三
一
七
の
八
、
四
三
一
七
の
一
〇
、

南
郷
上
渡
川
字
鶴
野
一
七
二
三
の
七
、
字
落
ケ
谷
二
〇

六
一
、
二
〇
六
三
の
三
、
二
一
〇
六
の
一
、
二
一
〇
六

の
三
、
二
一
〇
七
の
二
、
二
一
七
二
の
二
七
、
二
一
七

二
の
四
二
、
字
浜
砂
瀬
二
三
四
二
、
二
三
四
五
、
二
三

六
七
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

崎
県
庁
及
び
美
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
南

郷
上
渡
川
字
落
ケ
谷
二
一
七
〇
の
一
、
二
一
七
〇
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

崎
県
庁
及
び
美
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
南

郷
上
渡
川
字
樫
葉
谷
一
〇
二
二
の
五
九
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）、
九
三
一
の
三
四
、九
三
一
の
三
六
、

九
三
一
の
三
八
、
九
三
一
の
七
三
、
九
三
一
の
七
九
、

九
三
一
の
八
一
、
九
三
一
の
八
三
、
九
三
一
の
八
五
、

九
八
〇
の
一
、
九
九
六
の
一
、
九
九
六
の
三
、
一
〇
一

八
、
一
〇
二
二
の
五
、
一
〇
二
二
の
二
四
、
一
〇
二
二

の
三
一
、
一
〇
二
二
の
四
六
、
一
〇
二
二
の
四
九
、
一

〇
二
二
の
六
九
、
一
〇
二
二
の
七
〇
、
一
〇
二
二
の
七

二
、
一
〇
二
二
の
九
五
、
一
〇
二
二
の
一
〇
九
、
一
〇

二
二
の
一
三
〇
、
一
〇
二
二
の
一
三
二
、
一
〇
二
三
の

六
、
一
〇
二
四
の
一
、
一
〇
二
四
の
二
、
一
〇
二
四
の

五
、
一
〇
二
五
、
一
〇
二
六
の
一
、
一
〇
二
九
、
一
〇

三
〇
の
一
、
一
〇
三
〇
の
五
、
一
〇
三
三
、
一
〇
三
四

の
一
、
一
〇
三
五
の
一
、
一
〇
六
七
の
一
、
一
〇
七
八

の
一
、
一
〇
八
九
、
一
一
〇
二
の
四
、一
一
〇
二
の
六
、

一
一
〇
二
の
二
七
、
一
一
〇
七

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
南

郷
上
渡
川
字
平
城
三
六
の
一
、
六
四
の
一
、
六
七
か
ら

六
九
ま
で
、
七
二
、
七
五
、
一
〇
八
の
一
、
一
〇
八
の

三
、
一
一
一
、
一
一
三
、
一
七
二
の
一
、二
〇
五
の
一
、

二
三
八
の
一
、
二
四
一
、
二
四
二
の
一
、二
四
二
の
三
、

二
五
九
の
七
、
二
五
九
の
二
七
、
二
六
〇
の
三
〇
、
二

六
六
の
一
、
二
六
六
の
三
、
二
六
六
の
四
、
三
〇
五
、

三
〇
六
の
一
、
字
門
田
三
〇
七
の
一
、
三
二
二
、
三
二

七
、
三
四
八
の
一
、
三
四
八
の
三
、
三
四
八
の
四
、
三

五
一
、
三
六
一
の
一
、
三
六
一
の
二
、
四
四
三
の
二
、

四
四
三
の
五
、
四
四
五
、
五
〇
五
、
五
〇
七
の
一
二
、

五
〇
七
の
一
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

崎
県
庁
及
び
美
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
南

郷
上
渡
川
字
ヒ
タ
カ
ズ
一
八
一
六
、
一
八
二
四
、
一
八

六
三
、
一
八
六
八
、
字
カ
ラ
メ
一
九
〇
九
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

ヒ
タ
カ
ズ
一
八
六
八
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）


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２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
崎
県
庁
及
び
美
郷
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
南

郷
上
渡
川
字
宮
田
一
三
〇
〇
の
一
九
、
一
三
〇
〇
の
二

一
、
一
三
〇
〇
の
二
三
、
一
三
〇
〇
の
二
五
、
一
三
〇

〇
の
三
三
、
一
三
〇
〇
の
七
三
、
一
三
〇
〇
の
七
五
、

一
三
〇
〇
の
七
七
、
字
野
畑
一
三
九
〇
、
一
三
九
二
、

字
松
塚
谷
一
五
二
九
、
一
五
六
八
、
一
五
六
九
、
一
五

七
四
の
一
、
一
五
七
四
の
二
、
一
五
七
六
の
一
、
一
五

七
六
の
二
、
一
五
八
一
の
一
、
一
五
八
一
の
三
、
一
五

八
八
の
九
、
一
五
八
八
の
一
三
、
一
五
八
八
の
二
二
、

一
六
〇
九
の
二
、
一
六
一
二
、
一
六
四
三
の
六
、
一
六

四
三
の
七
、
一
六
四
三
の
九
、
一
六
四
五
、一
六
五
三
、

一
六
五
六
の
三
、
一
六
六
五
、字
鶴
野
一
七
一
八
の
二
、

一
七
二
二
、
一
七
二
三
の
八
、
一
七
二
三
の
一
三
、
一

七
二
三
の
一
四
、
一
七
二
三
の
二
六
、
一
七
二
三
の
三

一
、
一
七
二
三
の
三
三
、
一
七
二
三
の
三
五
、
一
七
二

四
、
一
七
二
五
、
一
七
二
七
、
一
七
二
八
、一
七
六
六
、

一
七
七
六

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

崎
県
庁
及
び
美
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
南

郷
上
渡
川
字
松
塚
谷
一
五
八
八
の
一
五
、
一
五
八
九
の

一
、
一
六
二
〇
の
二
、
一
六
二
三
の
二
、
一
六
二
四
の

二
、
一
六
三
二
の
二
、
一
六
三
二
の
一
二
、一
六
三
六
、

一
六
三
七
の
二
、
一
六
三
七
の
三
、
一
六
三
八
、
一
六

三
八
の
一
、
一
六
四
一
の
一
、
一
六
四
一
の
二
、
一
六

四
二
の
一
、
一
六
四
二
の
二
、
一
六
四
三
の
二
、
一
六

四
三
の
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

崎
県
庁
及
び
美
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
大

字
広
原
字
竹
屋
敷
六
一
三
四
の
七
か
ら
六
一
三
四
の
一

一
ま
で
、
六
一
三
四
の
一
五
、
六
一
三
四
の
一
六
、
六

一
三
四
の
四
〇
、
六
一
三
四
の
四
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

竹
屋
敷
六
一
三
四
の
九
か
ら
六
一
三
四
の
一

一
ま
で
・
六
一
三
四
の
一
五
・
六
一
三
四
の
一

六
・
六
一
三
四
の
四
〇
・
六
一
三
四
の
四
一
（
以

上
七
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
崎
県
庁
及
び
高
原
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
郡
上
市
白
鳥
町
六
ノ

里
字
西
ノ
会
津
三
三
七
の
三
、
三
三
八
の
三
、
三
三
八

の
四
、
三
三
八
の
六
、
三
四
七
、
三
四
九
、
三
五
〇
の

一
か
ら
三
五
〇
の
三
ま
で
、
三
五
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
郡
上
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
大
垣
市
上
石
津
町
上

字
北
庄
一
一
九
三
の
二
、
字
初
谷
一
四
二
九
か
ら
一
四

三
一
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
大
垣
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
中
津
川
市
坂
下
字
保

ケ
山
一
八
五
八
・
一
九
〇
九
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岐
阜
県
庁
及
び
中
津
川
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

八 幡 川 支 川 一 六

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

広 島 県 安 芸 郡 府 中 町 及 び 同 町 八 幡 四 丁 目 の 区

域 内 の 土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 二 十 六 点 ま で

を 順 次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と 二 十 六 点 を 結 ん だ 線

に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3423121190 13231044947

２ 3423120140 13231045256

３ 3423119212 13231045924

４ 3423118911 13231046546

５ 3423118812 13231046689

６ 3423118128 13231047733

７ 3423117735 13231049145

８ 3423117531 13231050614

９ 3423117524 13231051969

10 3423117666 13231053202

11 3423118943 13231060016

12 3423118201 13231063040

13 3423117039 13231064916

14 3423117670 13231066153

15 3423116421 13231078580

16 3423110393 13231089332

17 3423109792 13231123962

18 3423101286 13231139436

19 3423097188 13231138501

20 3423098483 13231102533

21 3423093831 13231087547

22 3423097499 13231065366

23 3423113931 13231056390

24 3423113722 13231036365

25 3423114666 13231039347

26 3423118339 13231043988

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

車 瀬 谷 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

高 知 県 安 芸 郡 奈 半 利 町 の 区 域 内 の 土 地 の う

ち 、 次 の 一 点 か ら 三 十 一 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線

及 び 一 点 と 三 十 一 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地

の 区 域

１ 3326105275 13401500485

２ 3326108282 13401501814

３ 3326106962 13401508886

４ 3326107447 13401509606

５ 3326108318 13401507326

６ 3326112193 13401504138

７ 3326112905 13401499751

８ 3326120261 13401500609

９ 3326119895 13401502758

10 3326117179 13401509764

11 3326113667 13401509133

12 3326111371 13401510544

13 3326111029 13401514939

14 3326112449 13401517046

15 3326115258 13401550325

16 3326122207 13401570126

17 3326120716 13401588722

18 3326126721 13402003219

19 3326140700 13402028285

20 3326124711 13402096799

21 3326123320 13402107576

22 3326101601 13402051879

23 3326077856 13402022735

24 3326082701 13401589103

25 3326090340 13401575964

26 3326092469 13401561385

27 3326088780 13401550845

28 3326089611 13401526410

29 3326095163 13401507255

30 3326102316 13401504021

31 3326101723 13401501889

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

宇 都 迫 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

鹿 児 島 県 出 水 郡 長 島 町 川 床 の 区 域 内 の 土 地 の

う ち 、 次 の 一 点 か ら 十 二 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線

及 び 一 点 と 十 二 点 を 平 成 二 十 八 年 国 土 交 通 省 告

示 第 千 三 百 六 十 八 号 で 指 定 し た 同 号 一 に 掲 げ る

土 地 の 境 界 線 に 沿 っ て 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地

の 区 域

１ 3208159612 13010012015

２ 3208188425 13010010323

３ 3208200236 13010001406

４ 3208224505 13009559307

５ 3208269390 13010002865

６ 3208293215 13010052433

７ 3208286502 13010079776

８ 3208264569 13010105532

９ 3208254324 13010091100

10 3208227705 13010084815

11 3208191590 13010036518

12 3208157931 13010048526

令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 百 九 十 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 百 九 十 一 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 百 九 十 二 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 二 十 号

森 林 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 四 十 九 号 ） 第

二 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 次 の よ う に 保 安 林

の 指 定 を す る 。

令 和 八 年 十 月 二 日
農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

一 保 安 林 の 所 在 場 所 岐 阜 県 中 津 川 市 田 瀬 字 矢

平 一 四 四 五 の 七 （ 次 の 図 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、

一 四 八 三 の 一

二 指 定 の 目 的 土 砂 の 流 出 の 防 備

三 指 定 施 業 要 件

立 木 の 伐 採 の 方 法

１ 主 伐 は 、 択 伐 に よ る 。

２ 主 伐 と し て 伐 採 を す る こ と が で き る 立 木

は 、 当 該 立 木 の 所 在 す る 市 町 村 に 係 る 市 町

村 森 林 整 備 計 画 で 定 め る 標 準 伐 期 齢 以 上 の

も の と す る 。

３ 間 伐 に 係 る 森 林 は 、 次 の と お り と す る 。

立 木 の 伐 採 の 限 度 並 び に 植 栽 の 方 法 ・ 期 間

及 び 樹 種 次 の と お り と す る 。

（ 「 次 の 図 」 及 び 「 次 の と お り 」 は 、 省 略 し 、 そ

の 図 面 及 び 関 係 書 類 を 岐 阜 県 庁 及 び 中 津 川 市 役 所

に 備 え 置 い て 縦 覧 に 供 す る 。 ）





官

庁

報

告

国
会
事
項

人
事
異
動

皇
室
事
項

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
九
十
三
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
九
月
十
一
日
付
け

を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
十

二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ

840号

表
面
仕
上
材
（
難

燃
性
塗
料
）

塗
装
系

10
ウ
レ

タ
ン
樹
脂
系
塗
料
＋

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
料

関
西
ペ
イ
ン
ト
株
式

会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁

目
13番
１
号

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四
百
六
十
八
号

茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
大
字
小
池
字
坪
ノ
内
二
四
六
五
番
一
か
ら

同
町
大
字
吉
原
字
馬
立
一
六
二
八
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
常

総
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
二
日

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

植
田

雅
俊

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

八
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

金
沢
市
今
町
ホ
四
三
番
一
地
内

前後

一
四
・
五
四
〜
三
六
・
四
六

一
四
・
五
四
〜
三
七
・
四
四

〇
・
〇
一
一

〇
・
〇
一
一

金
沢
市
駅
西
新
町
二
丁
目
一
二
〇
二
番
か
ら
同
市
駅
西
新
町

三
丁
目
二
一
〇
八
番
ま
で

前後

四
一
・
三
〇
〜
八
九
・
三
五

四
一
・
九
一
〜
九
三
・
二
八

〇
・
一
八
六

〇
・
一
八
六

図
面
縦
覧
場
所

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
金
沢
河
川
国
道
事
務
所

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

植
田

雅
俊

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

八

号

金
沢
市
駅
西
新
町
二
丁
目
一
二
〇
二
番
か
ら
同
市
駅
西
新
町
三
丁

目
二
一
〇
八
番
ま
で

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
金

沢
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
二
日

北
陸
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

植
田

雅
俊

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

八
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

金
沢
市
駅
西
新
町
二
丁
目
一
二
〇
二
番
か
ら
同
市
駅
西
新
町
三
丁
目
二
一
〇
八
番
ま
で

官

庁

事

項

衆

議

院

裁
判
員
及
び
同
予
備
員
辞
職
許
可

九
月
三
十
日
、
議
長
に
お
い
て
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所

裁
判
員

梨
康
弘
及
び
同
予
備
員
細
野

志
の
辞
職
を
許

可
し
た
。

訴
追
委
員
及
び
同
予
備
員
辞
職
許
可

九
月
三
十
日
、
議
長
に
お
い
て
、
裁
判
官
訴
追
委
員
藤

原
崇
、
同
予
備
員
塩
崎
彰
久
及
び
保
岡
宏
武
の
辞
職
を
許

可
し
た
。

辞
職
通
知

九
月
三
十
日
築
山
事
務
総
長
か
ら
石
井
裁
判
官
弾
劾
裁

判
所
裁
判
長
及
び
伊
藤
参
議
院
事
務
総
長
宛
、
議
長
に
お

い
て
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員

梨
康
弘
及
び
同
予
備

員
細
野

志
の
辞
職
を
許
可
し
た
旨
通
知
し
た
。

又
同
日
築
山
事
務
総
長
か
ら
上
川
裁
判
官
訴
追
委
員
会

委
員
長
及
び
伊
藤
参
議
院
事
務
総
長
宛
、
議
長
に
お
い
て

裁
判
官
訴
追
委
員
藤
原
崇
、
同
予
備
員
塩
崎
彰
久
及
び
同

予
備
員
保
岡
宏
武
の
辞
職
を
許
可
し
た
旨
通
知
し
た
。

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
官

房
副
長
官
補
付
））内
閣
事
務
官

橋
本

泰
宏

国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
異
動
期
間
を
延
長
す
る

（
以
上
九
月
三
十
日
）

内

閣

府

上
皇
侍
医

石
丸

和
寛

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
九
月
三
十
日
）

松
永

圭
悟

上
皇
侍
医
に
任
命
す
る
（
十
月
一
日
）

公
正
取
引
委
員
会

（
官
房
付
）
内
閣
府
事
務
官

寺
西

直
子

経
済
取
引
局
総
務
課
企
画
室
長
に
配
置
換
す
る
（
九
月
三

十
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
国
祭
日
に
つ
き
、

九
月
三
十
日
同
国
主
席
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
パ
ラ
オ
の
独
立
記
念
日
に
つ
き
、
九
月

三
十
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
キ
プ
ロ
ス
の
独
立
記
念
日
に
つ
き
、
九

月
三
十
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

内

閣

（
苫
小
牧
簡
易
裁
判
所
判
事
）
簡
易

裁
判
所
判
事

狩
原

元

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る

（
名
古
屋
地
方
裁
判
所
判
事
兼
名
古

屋
家
庭
裁
判
所
判
事
・
豊
橋
簡
易

裁
判
所
判
事
）
判
事
兼
簡
易
裁
判

所
判
事

角
田

由
佳

願
に
依
り
本
官
並
び
に
兼
官
を
免
ず
る





公 告

令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

制 限 の 対 象 と す る 占 用 物 件 新 た に 地 上 に 設 け る 電 柱 （ 占 用 の 制 限 の 開 始 の 期 日 よ り 前 に 占 用 を

認 め ら れ た 電 柱 の 更 新 又 は 移 設 に よ る も の を 除 く 。 ） た だ し 、 電 柱 を

地 上 に 設 け る や む を 得 な い 事 情 が あ り 、 当 該 道 路 の 敷 地 外 に 直 ち に

用 地 を 確 保 す る こ と が で き な い と 認 め ら れ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な

い 。

占 用 を 制 限 す る 理 由 緊 急 輸 送 道 路 の 占 用 を 制 限 す る こ と に よ り 、 災 害 が 発 生 し た 場 合 に

お け る 被 害 の 拡 大 を 防 止 す る た め 。

占 用 の 制 限 の 開 始 の 期 日 令 和 八 年 十 月 三 日

図 面 縦 覧 場 所 北 陸 地 方 整 備 局 及 び 同 局 金 沢 河 川 国 道 事 務 所

最低賃金の改正決定に関する公示
佐賀労働局最低賃金公示第１号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第12条の

規定に基づき、佐賀県最低賃金（昭和55年佐賀労
働基準局最低賃金公示第１号）の一部を次のよう
に改正する決定をしたので、同法第14条第１項の
規定により公示する。
令和８年 10 月２日

佐賀労働局長 田之上英治
第４号中「１時間1030円」を「１時間1095円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年11月15日から効力を生ず
る。

労 働

諸 事 項

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報





令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

相続権主張の催告

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

失踪宣告取消

除 権 決 定

破産手続開始






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

破産債権の特別調査期日

債権者集会招集

書面による計算報告

特別清算開始
令和８年（ヒ）第８号
新潟市中央区上所一丁目１番２４号Ｎビル４階
とやの総合法律事務所内
清算株式会社 流通管財株式会社
代表清算人 太 田 竜
１ 決定年月日 令和８年９月１４日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

新潟地方裁判所民事部
令和８年（ヒ）第１０００４号
仙台市青葉区本町一丁目５番28号カーニープレ
イス仙台駅前通603号室
清算株式会社 ＭＫ株式会社
代表清算人 奥澤 洋志
１ 決定年月日 令和８年９月14日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

仙台地方裁判所第４民事部

令和８年（ヒ）第２０５３号
東京都千代田区丸の内１丁目９番２号 グラン
トウキョウサウスタワー
清算株式会社 株式会社ＫＷ
代表清算人 荒道泰之
１ 決定年月日 令和８年９月14日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部

特別清算終結
令和７年（ヒ）第３号
秋田県山本郡三種町大口字上の沢４８番１
清算株式会社 株式会社楽園
１ 決定年月日 令和８年９月９日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

秋田地方裁判所能代支部

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第３００１号
川崎市麻生区白鳥１丁目１３番８号
清算株式会社 ＫＫ株式会社
代表清算人 和泉誠義
１ 決定年月日 令和８年９月１５日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
１ 清算株式会社は、協定債権者ルネッサンスエ
イト投資事業有限責任組合に対し、本協定の認
可の決定が確定した日から１か月以内に、協定
債権の元本額の0.35１％の金員を弁済する。
２ 同協定債権者は、前項の金員の弁済を受けた
ときは、清算株式会社に対し、協定債権の総額
から弁済額を控除した残額につき、その債務を
免除する。
３ 第１項の弁済後、清算株式会社に新たな財産
が発見されたときは、清算株式会社は、これを
速やかに換価し、同協定債権者に対し、換価代
金から必要な費用を控除した残額を弁済する。
この場合においては、同協定債権者が前項の規
定により行った残債務の免除は、新たにされた
弁済の限度で効力を失うものとする。

以 上
横浜地方裁判所川崎支部民事部

再生手続開始

再生手続終結

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画認可






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告






令
和

年


月

日
金
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 、 丙 及 び 丁 の 権 利 義

務 全 部 を 承 継 し て 存 続 し 乙 、 丙 及 び 丁 は 解 散 す る

こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 の 概 要 は 次 の と お り で す 。

一 、 効 力 発 生 日 は 、 令 和 九 年 一 月 一 日 と し ま す 。

二 、 合 併 後 存 続 す る 甲 の 資 本 金 の 額 は 、 百 三 十 七

億 六 千 二 百 二 十 四 万 二 千 九 十 一 円 と な り ま

す 。
な お 、 合 併 に よ る 資 本 金 の 額 の 増 加 は あ り ま

せ ん 。

三 、 甲 は 、 こ の 合 併 に 際 し 合 併 対 価 と し て 、 丁 の

唯 一 の 株 主 に 対 し て 甲 の 普 通 株 式 一 万 十 一 株

及 び Ａ 種 種 類 株 式 一 千 株 を 割 当 交 付 し ま す 。

ま た 、 乙 及 び 丙 の 株 主 に 対 し て は 、 合 併 対 価

の 交 付 は 行 い ま せ ん 。 な お 、 乙 、 丙 及 び 丁 は

新 株 予 約 権 を 発 行 し て い な い た め 、 乙 、 丙 及

び 丁 の 新 株 予 約 権 者 に 対 す る 新 株 予 約 権 又 は

金 銭 等 の 割 当 は 行 い ま せ ん 。

四 、 丙 の 保 険 契 約 者 の 合 併 後 に お け る 権 利 は 、 合

併 の 効 力 発 生 日 に お い て 一 切 変 更 な く 甲 に 引

き 継 が れ ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 保 険 契 約 者 そ の 他 の

債 権 者 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お

申 し 出 く だ さ い 。

な お 、 最 終 事 業 年 度 に 係 る 貸 借 対 照 表 の 開 示 状

況 は 次 の と お り で す 。

（ 甲 ）https://www.aig.co.jp/sonpo

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 六 月 二 十 九 日

掲 載 頁 二 〇 五 頁 （ 号 外 第 一 四 三 号 ）

（ 丙 ）http://www.americanhome.co.jp/

（ 丁 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 六 月 三 十 日

掲 載 頁 二 〇 五 頁 （ 号 外 第 一 四 五 号 ）

令 和 八 年 十 月 二 日

東 京 都 港 区 麻 布 台 一 丁 目 三 番 一 号

（ 甲 ） Ａ Ⅰ Ｇ 損 害 保 険 株 式 会 社

代 表 取 締 役 ジ ェ ー ム ス ・ ナ ッ シ ュ

東 京 都 港 区 麻 布 台 一 丁 目 三 番 一 号

（ 乙 ） Ａ Ⅰ Ｇ ビ ジ ネ ス ・ パ ー ト ナ ー ズ 株

式 会 社

代 表 取 締 役 衣 笠 朋 子

東 京 都 港 区 麻 布 台 一 丁 目 三 番 一 号

（ 丙 ） ア メ リ カ ン ホ ー ム 医 療 ・ 損 害 保 険

株 式 会 社
代 表 取 締 役 渡 辺 治 子

東 京 都 港 区 麻 布 台 一 丁 目 三 番 一 号

（ 丁 ） Ａ Ⅰ Ｇ ジ ャ パ ン ・ ホ ー ル デ ィ ン グ

ス 株 式 会 社

代 表 取 締 役 ジ ェ ー ム ス ・ ナ ッ シ ュ






令和年月日 金曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
法
人
は
、
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
令
和
九
年

三
月
二
十
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

静
岡
県
富
士
市
五
貫
島
一
七
五
番
地

（
甲
）
医
療
法
人
財
団
湖
聖
会

理
事
長

湖
山

泰
成

愛
知
県
蒲
郡
市
栄
町
一
一
番
一
三
号

（
乙
）
医
療
法
人
北
辰
会

理
事
長

德
久

剛
史

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

岩
手
県
盛
岡
市
前
九
年
三
丁
目
一
八
番
二
六
号

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ

Ｒ
ｏ
ｓ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

熊
谷
千
佳
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
ア
ン
キ
テ
ラ
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
一
丁
目
九
番
一
号
仙
台
ト

ラ
ス
ト
タ
ワ
ー
一
〇
階

ア
ン
キ
テ
ラ
合
同
会
社

代
表
社
員

ヒ
ネ
ス

ジ
ョ
ア
ン

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

埼
玉
県
新
座
市
石
神
二
丁
目
二
番
三
五

六
号

合
同
会
社
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｕ
デ
ン
タ
ル
ラ
ボ

代
表
社
員

高
橋

千
尋

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
二
丁
目
一
七
番
三
号

合
同
会
社
Ｋ
Ｍ
Ｄ

代
表
社
員

鎌
田

正
彦

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

東
京
都
東
大
和
市
奈
良
橋
六
丁
目
八
七
七
番
地
の

五
ラ
プ
ラ
ー
ジ
ュ
二
〇
二
号

合
同
会
社
Ｒ
Ｅ
．
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

代
表
社
員

安
藤

賢
生

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
一
丁
目
三
番
七
号
隅
越

ビ
ル
四
階

合
同
会
社
Ｋ
Ｔ
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
社
員

谷
岡

建
弥

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
Ｓ
ｉ
ｇ
ｍ
ａ
＆
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ

ｙ
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
六
二
番
八
号
Ｂ
Ｉ

Ｇ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ザ
池
袋
一
二
〇
六

Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

Ａ
ｃ
ｅ
．
合
同
会
社

代
表
社
員

入
江

翔
梧

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
Ｂ
Ｈ
Ｊ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式

会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

神
奈
川
県
海
老
名
市
中
央
二
丁
目
九
番
五
〇
号

海
老
名
プ
ラ
イ
ム
タ
ワ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

合
同
会
社

代
表
社
員

ム
サ
ア
ハ
マ
ド

組
織
変
更
公
告

当
会
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
レ
イ
ズ
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

新
潟
県
長
岡
市
殿
町
一
丁
目
五
番
地
三
よ
し
や
ビ

ル
三
〇
一

合
同
会
社
レ
イ
ズ

代
表
社
員

青
木

勇
士

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
は
主
た
る

事
務
所
に
備
え
置
い
て
あ
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
日

静
岡
県
菊
川
市
牛
渕
二
〇
四
一
番
地

牛
渕
茶
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

後
藤

佳
正

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
六
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
マ
ッ
ク
ス
ホ
ッ
ト
株
式
会
社
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

滋
賀
県
守
山
市
吉
身
一
丁
目
一
一
番
五
二
号

マ
ッ
ク
ス
ホ
ッ
ト
合
同
会
社

代
表
社
員

前
出

翔
大

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ア
イ
グ
ル
ー
と
し
ま

す
。効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
当
社

の
総
社
員
の
同
意
の
取
得
は
令
和
八
年
十
月
一
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

兵
庫
県
三
木
市
志
染
町
青
山
一
丁
目
五
番
一
三
号

合
同
会
社
ア
イ
グ
ル
ー

代
表
社
員

新
銀

茂

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
筑
豊
興
産
と
し
ま

す
。
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
八
日
で
あ
り
、
当

社
の
総
社
員
の
同
意
の
取
得
は
令
和
八
年
九
月
一
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

福
岡
県
飯
塚
市
新
飯
塚
一
九
番
七
号

合
資
会
社
筑
豊
興
産

代
表
社
員

瀬
尾

陽
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

佐
賀
県
唐
津
市
湊
町
三
七
三
番
地
一

合
同
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
み
な
と

代
表
社
員

中
村

典
子

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
九
千
九
百
十
五
万
九
千

二
百
三
十
二
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
期
中
に
資
本
金
の
額
が
増
加
し
、
資
本
金
の
額

は
六
億
九
千
九
百
十
五
万
九
千
二
百
三
十
二
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
七
日

掲
載
頁

一
〇
一
頁
（
号
外
第
九
十
八
号
）

令
和
八
年
十
月
二
日

札
幌
市
北
区
北
十
条
西
三
丁
目
一
番
地
一

株
式
会
社
Ｍ
Ｊ
Ｏ
Ｌ
Ｎ
Ｉ
Ｒ

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

代
表
取
締
役

米
倉

一
男

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
万
円
減
少
し
一
円
と
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

茨
城
県
守
谷
市
け
や
き
台
三
丁
目
一
二
番
地
四

合
同
会
社
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ｓ
ｈ
ｏ
ｕ

代
表
社
員

島
田

祐
子





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

七
四

一
第
四
条
第
二
項

第
四
条
第
二
号

令和年月日 金曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
円
減
少
し
、
一
億
円
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年

十
二
月
一
日
で
あ
り
、
株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
九

月
二
十
四
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
日

埼
玉
県
戸
田
市
本
町
一
丁
目
五
番
七
号

サ
ン
ラ
イ
ズ
Ｔ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

武
内

秀
行

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
百
七
十
五
万
円
減
少
し
五
百

二
十
五
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
戸
手
四
丁
目
一
番
一
七

三
〇
八
号

合
同
会
社
Ｕ
Ｋ
シ
ン
ウ
ェ
ア

代
表
社
員

浦
井

正
人

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
一
億
五
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
に
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。令

和
八
年
十
月
二
日

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
一
六
番
一
二
号
六
本

木
Ｋ
Ｓ
ビ
ル
五
ＦＮ

ａ
ｚ
ｕ
ｎ
ａ

Ａ
Ｉ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

柳

昂
志

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
三
千
一
万
円
、
資
本
準

備
金
の
額
を
三
億
四
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
決
定
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
日

岡
山
市
北
区
錦
町
一
番
一
号
岡
山
駅
前
ビ
ル
四
階

Ｋ
Ｓ
Ｊ
２

４
株
式
会
社

代
表
取
締
役

町
田

一
郎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
日

東
京
都
板
橋
区
新
河
岸
一
丁
目
一
六
番
二
三
号

双
葉
化
成
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
藤

博
史

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱
崎
町
一
七
番
一
号

株
式
会
社
ヤ
マ
サ
Ｏ
Ｒ
Ｍ

代
表
取
締
役

濱
口

恭
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
日

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
三
枚
町
三
六
四
番
地

日
本
味
噌
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

田
中

清
孝

株
式
併
合
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
株
式
二
五
一
株
を
一
株
に
併
合
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
で
あ

り
、
同
日
に
お
け
る
発
行
可
能
株
式
総
数
は
一
万
株
と
な

り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
日

神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
梶
ケ
谷
二
丁
目
八

二
四

株
式
会
社
Ｇ
Ｍ
Ｓ

代
表
取
締
役

橋
本
真
一
郎
ミ
ヒ
ヤ
エ
ル

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
陳
武
聰

が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
本
栖
二
一
八
番

地
四

隆
大
營
建
事
業
股
份
有
限
公
司

日
本
に
お
け
る
代
表
者

陳

武

聰

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
発
行
済
優
先
出
資
四
億
一
千
五
百
万
口
を
消

却
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
優
先
出
資

証
券
を
所
有
す
る
方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
令
和
八
年

十
一
月
四
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
六
番
一
一
号
土
志
田

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三
Ｆ

D
elta
In
v
estm

en
t
Ja
p
a
n 特
定
目
的
会
社

取
締
役

壽
命

正
晃

取
得
条
項
付
新
株
予
約
権
の
取
得
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
七
日
を
取
得
日
と
し
て
、

退
職
に
よ
り
権
利
行
使
条
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
確
定

し
た
当
社
の
第
十
回
新
株
予
約
権
（
一
四
五
個
）
を
取
得

し
消
却
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
日

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
三
丁
目
六
〇
番
七
号

株
式
会
社
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

代
表
取
締
役

岡
崎

純

訂
正
公
告

令
和
六
年
八
月
二
十
日
（
号
外
第
一
九
四
号
）
掲
載
の

当
社
第
十
五
期
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、
流
動
資
産

「3
6
4
,9
9
3

」
と
あ
る
は
「3

5
3
,1
2
6

」、
資
産
の
部
合
計

「4
8
5
,1
6
1

」
と
あ
る
は
「4

7
3
,2
9
4

」、
流
動
負
債

「2
,7
6
5
,0
4
2

」
と
あ
る
は
「2

,7
9
4
,2
7
5

」、
株
主
資
本

「
2
,3
6
0
,1
6
0

」
と
あ
る
は
「

2
,4
0
1
,2
6
0

」、
利
益
剰
余

金
「

2
,4
6
0
,0
6
6

」
と
あ
る
は
「

2
,5
0
1
,1
6
6

」、
そ
の
他

利
益
剰
余
金
「

2
,4
6
0
,0
6
6

」
と
あ
る
は
「

2
,5
0
1
,1
6
6

」、

（
う
ち
当
期
純
利
益
）
「（7

9
,3
7
7

）」
と
あ
る
は

「（5
9
,7
5
2

）」、
負
債
及
び
純
資
産
の
部
合
計
「4

8
5
,1
6
1

」

と
あ
る
は
「4

7
3
,2
9
4

」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
七
年
八
月
十
五
日
（
号
外
第
一
八
五
号
）

掲
載
の
当
社
第
十
六
期
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、
流
動
資

産
「3

1
0
,0
9
7

」
と
あ
る
は
「2

9
8
,9
1
4

」、
固
定
資
産

「1
5
2
,3
6
6

」
と
あ
る
は
「1

5
2
,9
1
0

」、
資
産
の
部
合
計

「4
6
2
,4
6
4

」
と
あ
る
は
「4

5
1
,8
2
5

」、
流
動
負
債

「2
,5
2
6
,4
8
0

」
と
あ
る
は
「2

,5
5
1
,1
5
1

」、「
工
事
損
失
引

当
金
」
と
あ
る
は
「
受
注
損
失
引
当
金
」、
株
主
資
本

「
2
,1
4
5
,9
4
8

」
と
あ
る
は
「

2
,1
8
1
,2
5
8

」、
利
益
剰
余

金
「

2
,2
4
5
,8
5
4

」
と
あ
る
は
「

2
,2
8
1
,1
6
4

」、
そ
の
他

利
益
剰
余
金
「

2
,2
4
5
,8
5
4

」
と
あ
る
は
「

2
,2
8
1
,1
6
4

」、

（
う
ち
当
期
純
利
益
）
「（2

2
0
,5
1
8

）」
と
あ
る
は

「（2
2
0
,0
0
2

）」、
負
債
及
び
純
資
産
の
部
合
計

「4
6
2
,4
6
4

」
と
あ
る
は
「4

5
1
,8
2
5

」
の
誤
り
に
つ
き
訂

正
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
七
番
二
七
号

株
式
会
社
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
Ｍ
ｏ
Ｊ
ｉ

代
表
取
締
役

浮
川

和
宣

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日
防
衛
省
告
示
第
二
百

三
十
九
号
（
防
衛
省
が
関
係
行
政
機
関
と
し
て
所
管
す
る

法
令
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
手
続
等
に
関
す

る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
）
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